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明治後半期の豪壮な二階建、l口原家住宅

日 旧 所 在 地

川崎市中原区小杉陣屋町 1丁 目561番地

原家の所在した小杉陣屋町は、江戸時

代の武蔵国橘樹郡小杉村に属し、村内に

は江戸の虎ノ門を起点として相模国の中

原村の平塚宿に通じる中原往還 (中原街

道)が東西に走っていた。当時の小杉村

は、多摩川の傍らにあって田多く畑の少

ない地で、ニケ領用水がその水田を潤し

ていた。陣屋町の名の由来は、このニケ

領用水の大工事を担当した小泉次太夫が、

陣屋を設け指揮をとった場所の名残りで 天丼・根太天丼・座敷には書院・棚・床の間を

設けている。

日 み ど こ ろ

明治24年頃から大正 2年まで、20数年の歳月

を費やして建てられた豪壮な民家。日本の木造

建築技術が高度に磨かれた明治後半期の建造物。

なお、この原家住宅は、本館の 1棟として今年

の夏頃公開を予定しています。また郷土の歴史

民俗を学ぶ体験学習の場として活用するため、

他の展示民家とは異なり、自由に床上にあがる

ことができます。

ある。

原家は古 くからこの地域の地主で、屋号を

「石橋」といい、かつては月巴料や油類の間屋を

営んでいた。現在の当主 。原正己氏はH代目と

なる。

日 建 物 概 要

木造 。三階建、入母屋造、桟瓦葺 延床面積

355。 92r 平面積 1階249.36ピ  2階 106.56ポ 。

正面に唐破風付きの式台と大戸口、大戸口を

入ると土間、その一隅にオ トコベヤ、土間の奥

には板床のダイ ドコロがある。一階の床上は表

側にアガリマ・ナカノマ 。ザシキの 3室、裏側

にイマ 。ブツマ・オンナベヤの 3室、合計 6室

があり、その他に風呂場 。便所もある。三階は

オモテに 3室、ウラに 2室の部屋を設けている。

一 。三階の部屋の数は、全部でH室となる。

幅 1尺 4寸の大黒柱を中心に二階まで達する通

し柱は12本使われている。天丼は竿縁天丼・格

【:ヨ】床の上やタタミの上にあがれないと家

との一体感が感じられない。もっと自由に解

放すべきである。数が多くて管理するのが困

難と思いますができるだけ明るく自由に入り

触れる所であって欲しいと思います。

(横浜市 33才 男性)
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警甲雫卜1急|ピ|サ|チ|で進|む1本1館1建1設|■1事

「日本民家園だより」第16号 。18号 において

お知らせいたしました本館建設工事は現在、急

ピッチで進行しています。この本館は地下 1階、

地上 2階、建築面積は 506ピ 、延床面積 768ポ

の建物です。外観から見ますと3棟の形態を取

っています。その 1っ は運営棟、エントランス

ルーム・キップ販売所 。事務室があります。 2

つ目は展示棟、民家建築の基本的知識や民家の

生活に関することを解説する展示室があります。

3つ 目は研究棟、近世民家に関する研究や調査

に関する研究室や閲覧室が有ります。

この本館の一般公開は、旧原家住宅とともに

今年の夏頃を予定 しています。

平成 2年 7月 29日 、生田緑地公園内で打ち上

げられた花火が、重要文化財旧太田家住宅の茅

葺屋根に落下し、主家が焼損するという大変不

幸な事態が発生 しました。川崎市では文化庁の

指導のもと、直ちに火災及び焼損状況を調査す

るとともに、旧太田家住宅の復旧のために、建

築史・防災・保存科学などの専門分野の先生に

よる「旧太田家住宅復旧調査委員会」を組織し

【辱ヨ】こぅぃぅしせつがあると、とてもいい
と思います。お父さんの話 しによると、太田

さんの家がいちばんきれいだったといってい

ました。やけてしまったのが、とてもざんね

んだと思いました。 (川崎市 10才 女子)

【:ヨ 】貴重な文化財が川崎にあり、市民とし

て誇りに思います。   (り |1崎市 34才 )

ました。委員会では更に詳細な調査と審議を重

ねた結果、旧太田家住宅を焼損前の姿に復旧す

る具体的な基本方針を示されました。これを基

に平成 3年度の秋、旧太田家住宅の復旧工事が

始まり、平成 4年度の秋の完成をめざすことに

なりました。

本館建設状況

旧太田家住宅復旧作業
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旧山田家の軒下叩き

【層]】 大変良かったです。建物のいたみがひ
どかったように思います。修復の予定はない

のでしょうか。  (横 浜市 27才 男性)

投書箱等で見学者の皆様からご指摘を受けて

いますとおり、日本民家園内の民家や施設など

の破損箇所が随所に見られます。平成 3年度に

おいては、次のような整備活動を行いましたの

で、再度のご来園をお待ちいたしております。

なおこの工事期間内に一部観覧の支障をきたし

ましたことをお詫びいたしますとともに、今後

ともご協力とご理解のほどをお願い申し上げま

す。

日 民 家 の屋 根 な お し

(1)旧工藤家の屋根および箱棟の補修

(D 旧伊藤家の屋根葺き替え修理

日 民 家 の 木 部 補 修

(1)旧佐々木家の鼻隠し。吊り子等の修理

唸)旧山下家の鼻隠し。吊り子等の修理

0)旧山下家の食堂の床補強

日 民 家 の 土 間 補 強

(1)旧三沢家の土間叩き

け)旧佐々木家の土間及び軒下叩き

3)旧山田家の土間及び軒下叩き

ほ)旧野原家の上間叩き

日 電 気 幹 線 の 改 修

(1)宿場から信越の村までの改修

(2 放送設備の改修

日 園 路 の 整 備

(1)出 口門周辺の園路整備

回 垣 根 の 補 修

(1)水車小屋周辺の内柵、四つ目垣補修

(2 出口門周辺の外柵、四つ目垣補修

13)舞台の外棚改修

旧伊藤家の屋根葺替

電気幹線の改修工事
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《催事レポー ト》

【:ヨ】民具などを実際に使ったり、体験でき
る時間などがあると、子供の教育に用いられ

ると思います。  (り |1崎市 28才 男子)

民俗芸能公演 (高田興禅寺雅楽会)

平成 3年度、日本民家園では次のような催し

物を開催いたしました。多数のご参加をいただ

き有難うございました。来年度以降はさらに充

実した催し物を心掛けたいと思っております。

またのご参画をお待ち申し上げております。

日 日本民家園まつ り 〔5月 2日肉～310〕

民俗資料展示 (1日 ～31日 )

民具手づくリコーナー (5日 。12日 。19

日。26日 )

民具着用体験 (5日・ 12日 。19日・26日 )

民俗芸能公演 (12日 )

囃子・獅子舞 (諏訪神社祭囃子保存会)

祝い唱「初瀬」 (菅初瀬保存会)

沖縄民俗舞踊  (り |1崎沖縄芸能研究会)

雅楽 (横浜市 。高田興禅寺雅楽会)

日 民 具 づ く り教 室

竹細工 〔6月 2日・ 9日 。16日〕

(お しばり置き、花器などの製作)

参加者 3名

じめ縄づくり 〔12月 1日・ 8日・ 15日〕

(ゴ ボウジメ・玉飾り・ ミニ門松などの

製作)        参加者34名

草木染め 〔2月 23日 〕

(紅茶・豆など台所で使用される物から

の染め) 参加者24名

団 体 験 学 習

郷土玩具づくり 〔8月 25日 〕

(水鉄砲 。風車などの製作)参加者23名

十五夜団子づくり 〔9月 22日 〕

(石臼での粉挽き、月見団子の製作)

参加者53名

小正月団子づくり 〔1月 12日 〕

(石臼での粉挽き、団子の製作と飾り付

け) 参加者23名

草団子づくり 〔3月 8日 〕

(臼つきでよもぎ団子を製作)

参加者27名

民具づくり教室 (竹細工)

民具づくり教室 (草木染め)
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回 手 づ く リコー ナー

わら細工 〔6月 23日・ 8月 25日 ・ 9月 22

日。3月 22日 〕参加者 119名

(足なかゾォリを中心に製作)

竹細工 〔7月 28日 。10月 27日〕

(編み方の基本作業、花器、風車など)

参加者52名

はた織り 〔6月 23日・ 8月 25日 。9月 22

日。3月 22日 〕

(はた織りの基本作業)  参加者98名

自 由 参 加 行 事

わら細工 〔H月 3日 〕

(足なかゾォリの製作)  参加者46名

年 中 行 事 展 示

平成 3年度、旧北村家住宅において次の

ような内容で年中行事展示を行った。
5月 五月節供 端午の節供ともいい、菖

蒲やヨモギを軒下にさし、武者人

形、武者職り、鯉峨りを飾る。
7月 七  夕 技芸の上達を祈り、また

祖霊を祭る行事として、笹を立て

短冊を吊るす。
マンガ洗 田植えを無事に終え、感

謝と豊作を祈り、田植えに使用 し

た用具を土間に供える行事。

十五夜  旧暦 8月 15日 の夜を十五

夜 。名月 。お月見と呼び、団子を

作り、ススキの穂等を供える行事。
八日僧  ヨウカゾウ、メカリバア

サン、日一つ小僧等ともいい、家
の前に目籠を高く掲げ、悪魔よけ
をする行事。 2月 8日 も行う。

正 月 元日を中心とする大正月。

門松を作り、しめ縄を張り、年神

棚をまつる行事。

小正月 1月 15日 を中′とヽとする行事。
マユ団子や削り掛け等をつくり、

飾る予祝行事。

節 分  立春の前日の行事。外か

ら邪気悪霊が入ってくるのを防ぐ
日であり、また農作業の始まりと

もいう。家の出入口にヒイラギと

イワシの頭を飾る。

二月節供 上巳 (じ ょうみ)節供・

雛節供ともいい、内裏様を中心に

雛人形を飾り、桃の花や白酒 。菱

餅を供える。

日

日

翡ヨ 】夏 に一度来 たのですが、その時 に一番

びっくりしたのはお月見の展示があったこと

でした。     (町 田市 10才 女子)

9月

12月

1月

2月

3月

年中行事展示 (二月節供)
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平成 3年度、日本民家園が受入れた博物館実

習生は次の 8名でした。実習生の皆さん、真夏

の暑い中、ご苦労様でした。日本民家園の実習

は、他館のように冷房のきいたコンクリー ト内

では行えませんでしたが、この10日 間よく頑張

りました。

O 平成 3年 8月 22日 ～ 9月 1日

(1)武蔵野美術大学 山口 哲平

(2 昭和女子大学  志摩 美紀

6)  〃     渡辺 法子

14)日本女子大学  安田奈美子

◎ 平成 3年 9月 4日 ～ 9月 14日

(1)駒沢大学    谷山 陽子

(2)  ″        ノ
lヽ林さやか

3) ″      藤井 礼子

(0 法政大学    堀野辺謙一

〔実習日誌抜粋〕昭和女子大学 渡辺 法子

『平成 3年 8月 28日 (水曜日)晴 今日は

200点ほどの大工道具への番号付けとそのカー

ド作りであった。資料への番号付けは、学校の

授業で練習したことがあるが、実際の現場で、

生の資料に番号付けするのは初めてである。そ

れだけに感激とともに、緊張もした。学校では

番号なんて読めればいいと思っていたが、いざ

現物資料を扱うと、それだけではなく、資料の

性格や展示の仕方等を考えて、書き込む位置、

大きさ、わかり易さなどを考慮しなければなら

ないことを実感した。またそれだけに、これら

大工道具に関する知識も身につけなければなら

ないと思った。本日は暑い中で多量の細かい作

業を行ったが、 1つ 1つ丁寧に仕事をこなして

いくことの大切さを痛感した。』

つぼわた
糸巻き車  ″/ つ ぼ

つぼ くち
ノ

つ |ま糸

かるこ″

川崎市域博物館等連絡会が発足

〔目 的〕 現在、川崎市域には博物館機能をもつ施設が公立及び民間をあわせると数多く存在

します。それらの施設相互の連携と生涯学習の振興に寄与することを目的とします。

〔経 過〕 平成 3年 7月 24日 (水) 設立説明会

平成 3年 9月 H日 (水) 設立総会

〔幹事会〕 この連絡会の幹事として次の 6施設を選定、今後の具体的な事業計画を検討するこ

とになりました。     ‐

川崎市立日本民家園、川崎市市民 ミュージアム、若宮八幡宮郷土資料館、東芝科学館、

よみうリランド植物園、細山郷土資料館

博物館実習生
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日

日

日

日本民家園育成団体の民具製作技術保存会 (略称・民技会)は、

昭和48年に発足しました。民技会は、伝統的な日常生活用具に関す

る製作技術を正しく習い、後世に伝えることを目的としています。

平成 4年度は日曜日を主体に次のような行事を計画しています。

圏 全 体 行 事

日本民家園行事への協力 (春・夏 。正月の体験学習、民家園

祭り)

自作のゾウリで歩く会 (春、伊勢原 。大山神社)

自作のワラジで歩く会 (秋、箱根街道)

民具着用体験  会員製作作品の展示会

回 わ ら細 エ グル ー プ

グループ員が多くの製作技術を身につけていま

すので、各人の技術に対応したものを教わり作ることができますが、今年はムシロ、ヮラジ、

アシナカ、ゾオリ、雪ぐつ、わら馬、背当て、じめ縄の製作技術の伝承に重点を置きます。

竹 細 エ グ ル ー プ

竹細工は編むことは比較的容易ですが、その前の材料ごしらえに熟練 した技術を必要とします。

今年もその基本的な技術である材料ごしらえを中心として、六つ目かご、花かご、おしばり置、

菱四つ目かご、オミキノクチ、一輪ざし、風車等を製作します。

は た織 リグル ー プ

ハタの台数が限られていますので、共同作業となります。はた織りは、そのハタに糸をかける

までの整経作業の技術をおぼえることが基本です。今年はその基本作業を中心に高機 (たかは

た)。 地機 (ぢばた)・ 染め物の製作技術の伝承を実施します。

研究 グルー プ

手仕事の技術を、学術的なものとは違った、実技的な文章と図解で説明する技術指導書「民具

のつくり方」は、現在までに34号の刊行を見ることになりました。今年度はモッコとバットリ

の技術指導書を発行する予定です。

民 技 会 の会 員 募 集

入会資格   どなたでも入会できます。

年間会費   20才以上 4000円    学生 。19才以下 2000円

(グループに属すると、グループ費が別に必要です。)

会員特典   「会報」の送付、技術指導書「民具のつくり方」の会員価格提供、製作技術の

無料講習、民家園入園料の免除等です。

入会方法   入会申込～入会申込書の記入～会費の納入～会員証の受取り

連絡先    川崎市立日本民家園内 民具製作技術保存会

TEL 0 4 4- 9 2 2 - 2 1 8 1    FAX 0 4 4-9 3 4- 8 6 5 2

全体行事 (民具着用体験)
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《あリカ`とう》
平成 2年度から平成 3年度にかけて、次のかたがたから博物館

資料のご寄贈をいただきました。ご協力を感謝いたしますととも

に、随時、整理分類活動を行い、展示・研究資料として活用させ

ていただきます。ありがとうございました。 (順不同・敬称略)

1 幸区遠藤町    中村 貢吾

エジヨ、ソバキリ、ベンケイ等 4点
2 中原区下小田中  鹿島 キミ

コロガシ、スイコ等 17点

3 中原区上小田中  三浦 正雄

民家模型 4点
4 宮前区有馬    久保田利一

張板、アイロン等 4点
5 宮前区野川    伊藤秀晴

米櫃、煙草盆等 4点
6 宮前区菅生    杉田 盛

唐箕 1点
7 宮前区下作延   鈴木 四郎

カシマ人形 2点
8 多摩区枡形    斎藤 嘉一

背負梯子、セイロ等 5点
9 多摩区長尾    たかだのりこ

寝具 1式
《タヌキ出現》

この写真を見た時は少々びっくりしました。普通は夜行性なのに

昼間で、しかも写真まで撮られるほど悠然としている様子にです。

最近タヌキが都市に出没し、新聞やTVを賑わせています。生田

緑地でも、目撃例が多く事故死体も発見されています。10数頭以上

がこの公園内で生息していると思われます。雑食性で何でも食べま

すが、川崎のタヌキは食べ物の半分を人間の出す残飯に頼っている

ことが、青少年科学館の調査で分かっています。近くで餌づけして

いる民家もあり残飯を得るのに交通事故にあうケースも増えていま

す。

このタヌキは、大雪の後でBIrを求めて出てきたのでしょうか。無

事に生田緑地で生活できていくことを祈ります。

(青少年科学館 木下あけみ)

◎ 山田民家園職員談  「大雪の翌日、民家園内の樹木の被害状況

を写真撮影している時、突然に出現、おもわずシャッターを押し

ました。このような自然は大切にしたいですね」

多摩区長尾    鈴木 穆

膳椀、鍋、鉄瓶等 35点

多摩区菅仙石   須田 成子

行李、蚊帳、盤 3点

多摩区菅仙石   佐藤甚次郎

藁製履物 2点

多摩区生田    太田  顕

ランプ、脱穀機等 4点
多摩区東生田   清水 正吉

火鉢、猫姫撻等 4点
横浜市緑区荏田北 菊地  優

道祖神塔 1点
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「白昼堂々と民家園の中を歩くタヌキ」

Ю舵22.丘ハ
鰺 楯膨

:
:
:

-8-


